


◎青色申告を１年以上行っている農業経営者が対象です。 
◎すべての農産物を対象に、自然災害や価格低下のほか、経営 
  努力では避けられない収入減少を補償します。 

どのくらいの補てんになるの？ 

基準収入1,000万円の場合、保険期間の農産物の 
販売収入が900万円を下回った場合に補てんされます(※) 

 

〈補てん金額のイメージ〉 

 例えば、 

 保険期間の販売収入が800万円なら90万円 
 （積立方式の補てん90万円） 

 

 保険期間の販売収入が700万円なら180万円 
 （積立方式の補てん90万円、保険方式の補てん90万円） 

 

 保険期間の販売収入が500万円なら360万円 
 （積立方式の補てん90万円、保険方式の補てん270万円） 
 

(※)掛捨ての保険方式の補償限度80％と 

  掛捨てではない積立方式の補償幅10％で加入した場合です。 

基準収入1,000万円の場合、初年は、 
・掛捨ての「保険方式」のみの場合、10万円です(※)  

（掛捨ての保険料7.8万円（保険料率1.08%） 、付加保険料（事務費） 2.2万円） 

・「積立方式」を組み合わせた場合、32.5万円です(※) 

（掛捨ての保険料7.8万円、掛捨てではない積立金２2.5万円、付加保険料2.2万円） 
 

(※)保険方式は80％、積立方式は10％で加入した場合です。 

 保険料と付加保険料は50％、積立金は75％の国庫補助を適用した金額です。 

(※)保険金の受取りがなければ、翌年保険料率が下がるのが基本です。 

(※)積立金は自分のお金なので、補てんに使われなければ、翌年へ持ち越されます。 

掛金はいくらくらいなの？ 

～さらに～ 
◎保険期間中の大きな災害発生時には、無利子のつなぎ融資で 
 対応します。 
◎令和２年度から、受け取る保険金に限度を設定することで、 
 保険料が安くなる仕組みが追加されました。 

保険料の試算はこちらから！→ 


